
  

 

 

 

 

 

令和２年度 第２回学校アンケートの結果から 

今年度の第２回目の学校評価を２月に行いました。多数の回答を保護者の皆様からいただ

き，ありがとうございました。アンケートの結果について考察し，学校運営協議会理事会及

び学校評価委員会で分析をし，今後の取組について話し合いましたので報告します。 

 

◆確かな学力について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【学校評価号】 
令和３年３月２２日 
校長 新田 淳 

京都市立七条小学校  T E L 3 1 3 - 0 0 7 7   http//www.edu.city.kyoto.jp/hp/shitijo -s/ 

 

全体的に，保護者アンケートでは７割以上の方が「よくできている」「だいたいできている」と答え

られています。また前期より少し良くなっています。また，児童アンケートでは９割程の児童が「授業

はよく分かり，楽しい」「友だちとしっかり話し合うことができている。」「話す人を見て，話を聞くこ

とができている」と答えています。今年度，コロナ禍でなかなか話し合い活動ができなかったり，通常

の授業スタイルが実施できなかったところがあったりしましたが，授業を工夫することで９割程の子ど

もたちにとって効果があったようです。「家庭学習を進んですることができる。」という項目では後期の

方が前期より下がっています。家庭学習では，年度当初に比べ学習がだんだんと難しくなっていったり，

マンネリ化していったりするため，進んで家庭学習をしなくなるのではないかと考えられます。宿題の

出し方について，工夫していく必要があると考えています。 

 



 

 

 

 

◆豊かな心について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標   

人として豊かに生きるために， 

自ら考え行動する子を育てる 

 

保護者も児童も，「学校生活は，楽しいですか」の項目で９割が「楽しい」「だいたい楽しい」と答

えられています。しかし，後期になり「あまり楽しくない」「楽しくない」と答える保護者がわずか

ではありますが増えています。年度当初は，学校生活について楽しく感じられていたのが，学年・学

級内での人間関係が深まったり学習が段々と難しくなったりして，学校が楽しくなくなっていったの

かもしれません。できるだけ担任や担任以外の教員が，子どもたちの様子からフォローしていけたら

と考えています。 

 どの項目も，ほぼ９割の児童が「よくできている」「だいたいできている」と答えていますが，「自

分の好きなところはありますか」の項目だけが低く，また後期にはさらに低くなっています。今年度，

全教職員で，「ほめて育てる」ことを意識し「できた事」等に対してほめて子どもたちの自己有用感

を高めるよう努めてきました。しかし，なかなか数値として結果が出てきていません。今年度は，行

事が少なくなり達成感や満足感を味わいにくかったことも要因の一つと考えられます。家庭と学校と

でさらに取り組んでいくことで，「自分の好きなところ」「自信のあること」等が，言えたり思えたり

できる子を育てていきたいと考えています。 

 



◆健やかな体について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域との連携について 

 

 

 

「子どもは，情報モラルや薬物防止について理解し，正しく行動に表している。」の項目では，全体的に

前期と比べ後期の方が数値が高くなっています。学校と家庭とで情報モラルについて話しているため，少

しずつ子どもが意識して行動できるようになってきているのだと考えています。ＧＩＧＡスクール構想も

踏まえ，来年度も引き続き情報モラルについて丁寧に指導していきたいと考えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の方からのご意見】 

・体育の授業で高学年ではキャミソールを着られるようにしてほしい。 

 

 

 

 

・７時間授業は子どもにとって負担感があったように見えます。今後また何があるか分かりませんが，７

時間授業はやめてほしいです。 

 

 

 

・平日は仕事が忙しく，なかなか休みをとれなかったので，土曜日にでも時間を区切って行事を入れ

てほしいです。 

 

 

 

・紙の配布物が多すぎる。コロナ感染の予防も考え，紙ではなくアプリやメールでの連絡に切り替え

ていただきたいです。 

 

 

 

学校運営協議会理事会より 

 ＊挨拶ができる子・できない子がいる。学校でも挨拶の大切さを話されているので，家庭でも「おはよ

う。」「ありがとう。」と大人が見本となって言うことで，子どもが育つのではないでしょうか。 

 ＊保護者の方がホームページを頻繁にチェックされているので，環境が整ってきているのだろう。 

「学校は，ホームページや学校だより，学級の学習予定表などで，学校の様子を分かりやすく伝え

ている。」の項目では，後期の方が少し数値が上がりました。ただ，ホームページで学年での偏りがあ

ることを指摘されています。偏りなくホームページをアップできたらと考えています。 

今年度は新型コロナウイルス感染症対策として，外部の方を招いて学習をすることを積極的には行

うことができなかったり，地域に出かけ見学したりインタビューを行ったりすることができませんで

した。来年度もこのような状況なら，オンラインでの授業形態やビデオに撮っておく等考えていく必

要があると考えています。 

 また，小中連携についても，今年度は「あいさつ運動」を七条中学校の生徒会と小学校の児童会と

のタイアップで１日だけ実施しました。来年度についても，可能な範囲で合同の取組ができればと七

中ブロックで話し合っています。 

 

高学年ぐらいになると体の変化が出てくる時期になります。体の変化に応じて，キャミソールやタンク

トップ・スポーツブラ等，お子様の体に合わせたものを着用していただけたらと思います。相談しにくい

場合は，養護教諭もいますので相談していただけたらと思います。 

今年度は，４・５月を臨時休校にしたために授業時間数を確保するため7時間授業を行いました。来

年度は，本来の6校時授業に戻ります。 

今年度は，新型コロナウイルス感染症対策のために，土曜日の行事を実施しませんでした。来年度は

感染症対策を十分とりながら，土曜日にも行事を実施していく予定で計画しています。 

学校からの配布物が多くなり，ご迷惑をおかけしています。メール配信等，紙ではない形でお知らせす

る方法を検討中です。 

いろいろなご意見ありがとうございました。紙面の都合上，すべてのご意見を掲載することができませ

んでしたが，皆様からいただいたご意見は，来年度の学校づくりに活かし，より良い学校作りにチャレン

ジしていきます。 


